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氏　名 旧　所　属 備　考 

吉　田　一　海 久留米支所 依願退職

氏　名 所　属 備　考

井　寄　智次郎 久留米地区乳牛診療人工授精所 依願退職

嘱託契約満了

臨時契約満了

山　下　千　秋 福岡乳牛診療人工授精所

中　村　恵美子 福岡乳牛診療人工授精所

Ⅰ．退　職（４月３０日付）

Ⅱ．退　職（６月３０日付）

For sale売ります！ 買います！

本件に関するお問合せは
各支所まで　
※掲載ご希望の方はご連絡
　ください。

● コンプリートミキサー
　 CS ドリーム(ORION)
　 DM-800SL(レール式)
　 平成16年式／8立米
　 40万円
　 昨年春まで使用。駆動問題なし。
　 刃とタンク部分が要点検交換。

● バキュームカー

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます
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　令
和
二
年
度
よ
り
乳
質
優
良
者
表
彰

規
定
を
変
更
し
、年
間
の
加
重
平
均
値

の
配
点
方
法
か
ら
月
二
回
の
定
期
検
査

値
の
配
点
積
上
げ
方
式
に
よ
り
審
査
を

行
い
ま
し
た
。基
準
を
満
た
さ
れ
た
七
十

二
名
の
方
か
ら
、最
優
秀
賞
に
は
、久
留

米
支
所
の
江
上
正
生
さ
ん
が
昨
年
に
引

き
続
き
受
賞
さ
れ
、優
秀
賞
に
は
、福
岡

支
所
の
松
永
慎
也
さ
ん
、野
田
貞
治
さ

ん
、飯
塚
支
所
の
森
下
団
蔵
さ
ん
、久
留

米
支
所
の
安
丸
英
宏
さ
ん
、優
良
賞
に

は
六
十
七
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、特
別
賞（
十
年
連
続
ノ
ー
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
）と
し
て
、久
留
米
支
所
の
中

村
博
之
さ
ん
、岩
下
寿
秀
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。（
乳
質
優
良
表
彰
者
：
表
１
の

と
お
り
）

　今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
ウィ

ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、組
合
総
会
後

の
表
彰
式
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、受
賞
者
の
方
に
は
、賞
状
及

び
賞
品
併
せ
て
全
酪
連
、全
畜
連
、北
九

州
く
み
あ
い
飼
料
か
ら
の
副
賞
を
御
贈

り
い
た
し
ま
し
た
。

　引
き
続
き「
食
の
安
心
・
安
全
」へ
向

け
た
、な
お
一
層
の
乳
質
向
上
へ
の
取
り

組
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　酪
農
乳
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、三

月
か
ら
は「
全
国
一
斉
休
校
」に
よ
る

学
校
給
食
の
中
止
、四
月
に
は「
緊
急

事
態
宣
言
」で
の
外
出
自
粛
が
要
求
さ

れ
、業
務
用
牛
乳
・
乳
製
品
の
需
要
減
、

更
に
入
国
制
限
等
の
た
め
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
も
見
込
め
な
い
状
況
に
な

り
ま
し
た
。一
方
、一
斉
休
校
に
よ
っ

て
需
給
緩
和
の
影
響
を
受
け
る
、生
産

者
と
乳
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
国

の
緊
急
対
策
事
業
が
措
置
さ
れ
、販
売

乳
価
の
下
落
分
が
差
額
補
填
さ
れ
実

質
の
生
産
者
乳
価
と
し
て
は
現
行
を

維
持
し
、処
理
不
可
能
乳
の
発
生
も
回

避
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　県
下
酪
農
も
、長
引
く
コ
ロ
ナ
渦
の

影
響
な
ど
の
た
め
特
に
不
需
要
期
の

受
給
調
整
が
不
安
視
さ
れ
ま
し
た
が
、

結
果
と
し
て
は
指
定
団
体
と
乳
業
者

等
の
協
力
に
よ
り
年
間
を
通
し
て
順

調
な
販
売
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、プ
ー

ル
乳
価
も
昨
年
に
引
き
続
き
上
昇
し

ま
し
た
。し
か
し
、乳
用
初
任
牛
価
格

の
高
騰
や
飼
料
価
格
も
値
上
げ
基
調

　去
る
六
月
二
十
四
日（
木
）「
筑
紫
野

市
文
化
会
館
」に
お
い
て
、ふ
く
お
か

県
酪
農
業
協
同
組
合
の
令
和
二
年
度

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
、組
合
員

の
皆
様
に
は
可
能
な
限
り
出
席
を
ご

遠
慮
い
た
だ
き
、書
面
議
決
書
で
の
意

思
表
示
を
お
願
い
し
ま
し
た
。ま
た
来

賓
の
方
に
も
、ご
列
席
を
ご
遠
慮
い
た

だ
き
、最
小
限
の
人
数
で
の
総
会
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　冒
頭
、草
場
哲
治
組
合
長
の
挨
拶
の

あ
と
、議
長
に
は
近
松
善
洋
氏（
福
岡

支
所
）を
選
任
し
、第
一
号
議
案
か
ら

第
七
号
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
て
、令
和
二
年
度
は「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」の
拡
大
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
生
活
様
式
が
一
変
し
た

一
年
と
な
り
ま
し
た
。東
京
開
催
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
と
な
る
等
あ
ら

ゆ
る
社
会
経
済
活
動
が
制
限
を
受
け

ま
し
た
。

で
推
移
す
る
中
、高
齢
化
等
に
よ
る
酪

農
経
営
か
ら
の
離
脱
と
乳
牛
飼
養
頭

数
の
減
少
等
が
組
合
の
事
業
実
績
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、酪
農
が
将

来
に
向
け
て
持
続
で
き
る
よ
う
、生
乳

生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
と
酪
農
活
性

化
へ
の
取
組
み
を
更
に
強
化
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、緊
急
に
取

り
組
む
べ
き
多
く
の
課
題
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
が
、組
合
員
の
負
託
に
応

え
る
べ
く
、各
事
業
へ
の
取
組
み
推
進

と
併
せ
て
、専
任
指
導
員
と
乳
牛
診
療

所
体
制
の
充
実
と
、関
係
機
関
連
携
に

よ
る
指
導
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　第
五
次
三
ヵ
年
計
画
の
二
年
目
と

な
る
今
年
の
計
画
に
つ
い
て
は
、こ
れ

ま
で
以
上
に
厳
し
い
状
況
下
で
の
計

画
と
な
り
ま
す
が「
福
岡
県
酪
農
ビ

ジ
ョ
ン
」に
掲
げ
た
目
標
に
向
か
い
、

酪
農
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
に
対

応
で
き
る
足
腰
の
強
い
酪
農
経
営
を

目
指
し
、酪
農
基
盤
の
維
持
強
化
の
た

め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　役
職
員
一
同
、酪
農
の
発
展
に
寄
与

で
き
る
よ
う
、業
務
に
邁
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
、皆
様
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
ト
ピ
ッ
ク
ス

ふ
く
お
か
県
酪
農
業
協
同
組
合  

令
和
二
年
度
通
常
総
会
を
開
催
！

令
和
二
年
度
　
乳
質
優
良
者
七
十
二
名
受
賞

ふくおか県酪農業協同組合

NO. 支所名 組合員略名 表彰 配点 連続回数 NO. 支所名 組合員略名 表彰 配点 連続回数
1 久留米 江上　正生 最優秀賞  2,335 14 37 久留米 中島　清 優良賞  2,030 1
2 福　岡 松永　慎也 優秀賞  2,325 9 38 飯　塚 中村　秀貴 優良賞  2,000 8
3 福　岡 野田　貞治 優秀賞  2,305 4 39 福　岡 波多江　正好 優良賞  2,000 3
4 飯　塚 森下　団蔵 優秀賞  2,285 3 40 久留米 佐野　喬 優良賞  1,990 3
5 久留米 安丸　英宏 優秀賞  2,280 5 41 久留米 高良　和幸 優良賞  1,990 1
6 飯　塚 原田　政博 優良賞  2,245 14 42 福　岡 濵地　邦夫 優良賞  1,985 3
7 福　岡 藤井　正剛 優良賞  2,230 7 43 久留米 森光　力 優良賞  1,980 5
8 福　岡 有田　徹 優良賞  2,210 5 44 飯　塚 穂坂　精樹 優良賞  1,980 2
9 久留米 末継　正勝 優良賞  2,190 2 45 福　岡 田中　和久 優良賞  1,970 8
10 福　岡 森田　純一郎 優良賞  2,180 8 46 久留米 中園　尚寿 優良賞  1,970 1
11 久留米 坂井　彰

濵﨑　留久
優良賞  2,175 5 47 久留米 木庭　健一 優良賞  1,965 9

12 飯　塚 優良賞  2,175 1 48 飯　塚 神崎　宏昭 優良賞  1,960 3
13 久留米 池松　和幸 優良賞  2,170 4 49 久留米 田中　信義 優良賞  1,960 2
14 久留米 秋吉　信義 優良賞  2,155 2 50 久留米 堀田　孝春 優良賞  1,945 1
15 飯　塚 竹本　貞敏 優良賞  2,145 8 51 久留米 中野　実夫 優良賞  1,945 1
16 福　岡 鶴田　昇 優良賞  2,145 1 52 福　岡 髙田牧場 優良賞  1,920 2
17 飯　塚 江藤　秀樹 優良賞  2,125 4 53 久留米 カクタファーム 優良賞  1,915 1
18 飯　塚 大村　義徳 優良賞  2,125 3 54 久留米 堀内　潤一 優良賞  1,910 1
19 久留米 大石　信 優良賞  2,115 5 55 久留米 中尾　洋一 優良賞  1,905 2
20 久留米 倉重ファーム 優良賞  2,110 1 56 飯　塚 楠木酪農松野竜大 優良賞  1,905 1
21 久留米 中野　繁利 優良賞  2,105 3 57 久留米 新栄ファーム 優良賞  1,900 1
22 久留米 大塚　豪 優良賞  2,105 2 58 久留米 吉田　政弘 優良賞  1,895 5
23 久留米 手柴　秀一 優良賞  2,100 5 59 久留米 安丸　冨士男 優良賞  1,890 3
24 久留米 中村　博之 優良賞  2,090 10 60 福　岡 長尾　正雄 優良賞  1,885 1
25 飯　塚 木戸　健 優良賞  2,090 3 61 久留米 渡辺　和徳 優良賞  1,885 1
26 久留米 池田　健治 優良賞  2,085 1 62 福　岡 重冨　康則 優良賞  1,880 1
27 久留米 内堀　誠 優良賞  2,070 5 63 飯　塚 大石　光晴 優良賞  1,880 1
28 久留米 岩下　寿秀 優良賞  2,065 10 64 福　岡 今村　学 優良賞  1,835 3
29 福　岡 笠　文彦 優良賞  2,065 2 65 福　岡 有満　義之 優良賞  1,830 1
30 久留米 大塚　泰幸 優良賞  2,065 1 66 久留米 仲　弘律 優良賞  1,815 2
31 飯　塚 松岡　茂 優良賞  2,050 1 67 飯　塚 藤田　和英 優良賞  1,770 1
32 飯　塚 鹿毛　利晴 優良賞  2,045 1 68 福　岡 大原　登 優良賞  1,750 9
33 飯　塚 村上　篤 優良賞  2,040 1 69 久留米 林　信隆 優良賞  1,730 1
34 久留米 靏　広文 優良賞  2,035 1 70 久留米 秋吉　桂司朗 優良賞  1,700 1
35 久留米 内田　健二郎 優良賞  2,030 6 71 飯　塚 藤原　和美 優良賞  1,685 1
36 久留米 羽野　浩 優良賞  2,030 2 72 久留米 椿　成弘 優良賞  1,655 5

支所名 組合員略名 連続回数 支所名 組合員略名 連続回数
久留米 中村　博之 10 久留米 岩下　寿秀 10

定期検査（乳脂肪分・無脂固形分・体細胞数・細菌数）における 10 年間ノーペナルティー組合員

特別賞表彰者一覧表（10年連続ノーペナルティ組合員）

表１：令和２年度乳質優良表彰者一覧表

定期検査（乳脂肪分・無脂固形分・体細胞数・細菌数）における年間ノーペナルティー者　72名（昨年度62名）

区分 項目 令和元年度

財
務

事業利益　　  　（千円） 13,457 12,049
経営利益　　  　（千円） 20,008 17,938
当期剰余金　  　（千円） 17,608 22,438
自己資本比率  　（％） 41.64 42.00

販
売

受託販売乳量  　（トン） 74,064 72,256
）円千（  　　高売販乳生 8,236,870 8,064,681

購
買

）ント（  　量給供品買購 48,520 47,261
購買品供給高  　（千円） 3,223,669 3,163,677

財務・事業実績



みるく情報 ふくおか　0102　みるく情報 ふくおか

　令
和
二
年
度
よ
り
乳
質
優
良
者
表
彰

規
定
を
変
更
し
、年
間
の
加
重
平
均
値

の
配
点
方
法
か
ら
月
二
回
の
定
期
検
査

値
の
配
点
積
上
げ
方
式
に
よ
り
審
査
を

行
い
ま
し
た
。基
準
を
満
た
さ
れ
た
七
十

二
名
の
方
か
ら
、最
優
秀
賞
に
は
、久
留

米
支
所
の
江
上
正
生
さ
ん
が
昨
年
に
引

き
続
き
受
賞
さ
れ
、優
秀
賞
に
は
、福
岡

支
所
の
松
永
慎
也
さ
ん
、野
田
貞
治
さ

ん
、飯
塚
支
所
の
森
下
団
蔵
さ
ん
、久
留

米
支
所
の
安
丸
英
宏
さ
ん
、優
良
賞
に

は
六
十
七
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、特
別
賞（
十
年
連
続
ノ
ー
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
）と
し
て
、久
留
米
支
所
の
中

村
博
之
さ
ん
、岩
下
寿
秀
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。（
乳
質
優
良
表
彰
者
：
表
１
の

と
お
り
）

　今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
ウィ

ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、組
合
総
会
後

の
表
彰
式
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、受
賞
者
の
方
に
は
、賞
状
及

び
賞
品
併
せ
て
全
酪
連
、全
畜
連
、北
九

州
く
み
あ
い
飼
料
か
ら
の
副
賞
を
御
贈

り
い
た
し
ま
し
た
。

　引
き
続
き「
食
の
安
心
・
安
全
」へ
向

け
た
、な
お
一
層
の
乳
質
向
上
へ
の
取
り

組
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　酪
農
乳
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、三

月
か
ら
は「
全
国
一
斉
休
校
」に
よ
る

学
校
給
食
の
中
止
、四
月
に
は「
緊
急

事
態
宣
言
」で
の
外
出
自
粛
が
要
求
さ

れ
、業
務
用
牛
乳
・
乳
製
品
の
需
要
減
、

更
に
入
国
制
限
等
の
た
め
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
も
見
込
め
な
い
状
況
に
な

り
ま
し
た
。一
方
、一
斉
休
校
に
よ
っ

て
需
給
緩
和
の
影
響
を
受
け
る
、生
産

者
と
乳
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
国

の
緊
急
対
策
事
業
が
措
置
さ
れ
、販
売

乳
価
の
下
落
分
が
差
額
補
填
さ
れ
実

質
の
生
産
者
乳
価
と
し
て
は
現
行
を

維
持
し
、処
理
不
可
能
乳
の
発
生
も
回

避
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　県
下
酪
農
も
、長
引
く
コ
ロ
ナ
渦
の

影
響
な
ど
の
た
め
特
に
不
需
要
期
の

受
給
調
整
が
不
安
視
さ
れ
ま
し
た
が
、

結
果
と
し
て
は
指
定
団
体
と
乳
業
者

等
の
協
力
に
よ
り
年
間
を
通
し
て
順

調
な
販
売
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、プ
ー

ル
乳
価
も
昨
年
に
引
き
続
き
上
昇
し

ま
し
た
。し
か
し
、乳
用
初
任
牛
価
格

の
高
騰
や
飼
料
価
格
も
値
上
げ
基
調

　去
る
六
月
二
十
四
日（
木
）「
筑
紫
野

市
文
化
会
館
」に
お
い
て
、ふ
く
お
か

県
酪
農
業
協
同
組
合
の
令
和
二
年
度

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
、組
合
員

の
皆
様
に
は
可
能
な
限
り
出
席
を
ご

遠
慮
い
た
だ
き
、書
面
議
決
書
で
の
意

思
表
示
を
お
願
い
し
ま
し
た
。ま
た
来

賓
の
方
に
も
、ご
列
席
を
ご
遠
慮
い
た

だ
き
、最
小
限
の
人
数
で
の
総
会
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　冒
頭
、草
場
哲
治
組
合
長
の
挨
拶
の

あ
と
、議
長
に
は
近
松
善
洋
氏（
福
岡

支
所
）を
選
任
し
、第
一
号
議
案
か
ら

第
七
号
議
案
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
て
、令
和
二
年
度
は「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」の
拡
大
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
生
活
様
式
が
一
変
し
た

一
年
と
な
り
ま
し
た
。東
京
開
催
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
と
な
る
等
あ
ら

ゆ
る
社
会
経
済
活
動
が
制
限
を
受
け

ま
し
た
。

で
推
移
す
る
中
、高
齢
化
等
に
よ
る
酪

農
経
営
か
ら
の
離
脱
と
乳
牛
飼
養
頭

数
の
減
少
等
が
組
合
の
事
業
実
績
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、酪
農
が
将

来
に
向
け
て
持
続
で
き
る
よ
う
、生
乳

生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
と
酪
農
活
性

化
へ
の
取
組
み
を
更
に
強
化
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、緊
急
に
取

り
組
む
べ
き
多
く
の
課
題
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
が
、組
合
員
の
負
託
に
応

え
る
べ
く
、各
事
業
へ
の
取
組
み
推
進

と
併
せ
て
、専
任
指
導
員
と
乳
牛
診
療

所
体
制
の
充
実
と
、関
係
機
関
連
携
に

よ
る
指
導
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　第
五
次
三
ヵ
年
計
画
の
二
年
目
と

な
る
今
年
の
計
画
に
つ
い
て
は
、こ
れ

ま
で
以
上
に
厳
し
い
状
況
下
で
の
計

画
と
な
り
ま
す
が「
福
岡
県
酪
農
ビ

ジ
ョ
ン
」に
掲
げ
た
目
標
に
向
か
い
、

酪
農
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
に
対

応
で
き
る
足
腰
の
強
い
酪
農
経
営
を

目
指
し
、酪
農
基
盤
の
維
持
強
化
の
た

め
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　役
職
員
一
同
、酪
農
の
発
展
に
寄
与

で
き
る
よ
う
、業
務
に
邁
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
、皆
様
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
ト
ピ
ッ
ク
ス

ふ
く
お
か
県
酪
農
業
協
同
組
合  

令
和
二
年
度
通
常
総
会
を
開
催
！

令
和
二
年
度
　
乳
質
優
良
者
七
十
二
名
受
賞

ふくおか県酪農業協同組合

NO. 支所名 組合員略名 表彰 配点 連続回数 NO. 支所名 組合員略名 表彰 配点 連続回数
1 久留米 江上　正生 最優秀賞  2,335 14 37 久留米 中島　清 優良賞  2,030 1
2 福　岡 松永　慎也 優秀賞  2,325 9 38 飯　塚 中村　秀貴 優良賞  2,000 8
3 福　岡 野田　貞治 優秀賞  2,305 4 39 福　岡 波多江　正好 優良賞  2,000 3
4 飯　塚 森下　団蔵 優秀賞  2,285 3 40 久留米 佐野　喬 優良賞  1,990 3
5 久留米 安丸　英宏 優秀賞  2,280 5 41 久留米 高良　和幸 優良賞  1,990 1
6 飯　塚 原田　政博 優良賞  2,245 14 42 福　岡 濵地　邦夫 優良賞  1,985 3
7 福　岡 藤井　正剛 優良賞  2,230 7 43 久留米 森光　力 優良賞  1,980 5
8 福　岡 有田　徹 優良賞  2,210 5 44 飯　塚 穂坂　精樹 優良賞  1,980 2
9 久留米 末継　正勝 優良賞  2,190 2 45 福　岡 田中　和久 優良賞  1,970 8
10 福　岡 森田　純一郎 優良賞  2,180 8 46 久留米 中園　尚寿 優良賞  1,970 1
11 久留米 坂井　彰

濵﨑　留久
優良賞  2,175 5 47 久留米 木庭　健一 優良賞  1,965 9

12 飯　塚 優良賞  2,175 1 48 飯　塚 神崎　宏昭 優良賞  1,960 3
13 久留米 池松　和幸 優良賞  2,170 4 49 久留米 田中　信義 優良賞  1,960 2
14 久留米 秋吉　信義 優良賞  2,155 2 50 久留米 堀田　孝春 優良賞  1,945 1
15 飯　塚 竹本　貞敏 優良賞  2,145 8 51 久留米 中野　実夫 優良賞  1,945 1
16 福　岡 鶴田　昇 優良賞  2,145 1 52 福　岡 髙田牧場 優良賞  1,920 2
17 飯　塚 江藤　秀樹 優良賞  2,125 4 53 久留米 カクタファーム 優良賞  1,915 1
18 飯　塚 大村　義徳 優良賞  2,125 3 54 久留米 堀内　潤一 優良賞  1,910 1
19 久留米 大石　信 優良賞  2,115 5 55 久留米 中尾　洋一 優良賞  1,905 2
20 久留米 倉重ファーム 優良賞  2,110 1 56 飯　塚 楠木酪農松野竜大 優良賞  1,905 1
21 久留米 中野　繁利 優良賞  2,105 3 57 久留米 新栄ファーム 優良賞  1,900 1
22 久留米 大塚　豪 優良賞  2,105 2 58 久留米 吉田　政弘 優良賞  1,895 5
23 久留米 手柴　秀一 優良賞  2,100 5 59 久留米 安丸　冨士男 優良賞  1,890 3
24 久留米 中村　博之 優良賞  2,090 10 60 福　岡 長尾　正雄 優良賞  1,885 1
25 飯　塚 木戸　健 優良賞  2,090 3 61 久留米 渡辺　和徳 優良賞  1,885 1
26 久留米 池田　健治 優良賞  2,085 1 62 福　岡 重冨　康則 優良賞  1,880 1
27 久留米 内堀　誠 優良賞  2,070 5 63 飯　塚 大石　光晴 優良賞  1,880 1
28 久留米 岩下　寿秀 優良賞  2,065 10 64 福　岡 今村　学 優良賞  1,835 3
29 福　岡 笠　文彦 優良賞  2,065 2 65 福　岡 有満　義之 優良賞  1,830 1
30 久留米 大塚　泰幸 優良賞  2,065 1 66 久留米 仲　弘律 優良賞  1,815 2
31 飯　塚 松岡　茂 優良賞  2,050 1 67 飯　塚 藤田　和英 優良賞  1,770 1
32 飯　塚 鹿毛　利晴 優良賞  2,045 1 68 福　岡 大原　登 優良賞  1,750 9
33 飯　塚 村上　篤 優良賞  2,040 1 69 久留米 林　信隆 優良賞  1,730 1
34 久留米 靏　広文 優良賞  2,035 1 70 久留米 秋吉　桂司朗 優良賞  1,700 1
35 久留米 内田　健二郎 優良賞  2,030 6 71 飯　塚 藤原　和美 優良賞  1,685 1
36 久留米 羽野　浩 優良賞  2,030 2 72 久留米 椿　成弘 優良賞  1,655 5

支所名 組合員略名 連続回数 支所名 組合員略名 連続回数
久留米 中村　博之 10 久留米 岩下　寿秀 10

定期検査（乳脂肪分・無脂固形分・体細胞数・細菌数）における 10 年間ノーペナルティー組合員

特別賞表彰者一覧表（10年連続ノーペナルティ組合員）

表１：令和２年度乳質優良表彰者一覧表

定期検査（乳脂肪分・無脂固形分・体細胞数・細菌数）における年間ノーペナルティー者　72名（昨年度62名）

区分 項目 令和元年度

財
務

事業利益　　  　（千円） 13,457 12,049
経営利益　　  　（千円） 20,008 17,938
当期剰余金　  　（千円） 17,608 22,438
自己資本比率  　（％） 41.64 42.00

販
売

受託販売乳量  　（トン） 74,064 72,256
）円千（  　　高売販乳生 8,236,870 8,064,681

購
買

）ント（  　量給供品買購 48,520 47,261
購買品供給高  　（千円） 3,223,669 3,163,677

財務・事業実績
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コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
回
復
や
日
米
金
利
差
の

拡
大
に
よ
る
円
安
基
調
に
よ
り
堅
調
に
推
移
し

て
い
ま
す
。新
穀
に
つ
い
て
は
、米
国
の
干
ば
つ

に
よ
る
影
響
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
高
騰
に
よ

り
生
産
者
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
転
作
す
る
な
ど
、

生
産
量
が
不
足
す
る
懸
念
が
あ
り
相
場
は
堅
調

傾
向
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
飼
料
情
勢
を
受
け
、組
合
は
、全

国
連
と
連
携
し
六
月
に
流
通
粗
飼
料
の
特
別
対

策
を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、七
月
以
降
暑
熱
期

の
生
乳
生
産
支
援
対
策
と
し
て
、全
国
連
と
連
携

し
輸
入
粗
飼
料
や
乾
乳
飼
料
、添
加
物
な
ど
の

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施（
九

月
ま
で
）し
て

い
ま
す
。今
年

も
猛
暑
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

暑
熱
期
の
飼

養
管
理
に
は
、

万
全
を
期
し

て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　六
月
に
組
合
員
か
ら
の
今
年
度
生
乳
出
荷
目

標
数
量
の
報
告
を
積
み
上
げ
た
結
果
、昨
年
の
実

績
数
量
を
大
き
く
上
回
る
七
三
，一
四
〇
ト
ン

（
前
年
比
一
〇
一
．二
％
）と
な
り
、本
組
合
に
お

け
る
生
乳
出
荷
見
込
数
量
と
し
て
九
州
生
乳
販

連
へ
報
告
し
ま
し
た
。

　今
年
度
も
生
産
基
盤
強
化
・
維
持
の
た
め
各
種

事
業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、目
標
数
量
達
成
に
向

け
た
取
組
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　第
一
四
半
期
の
生
乳
生
産
状
況
は
、廃
業
者
等

に
よ
る
飼
養
頭
数
の
減
少
は
あ
り
ま
す
が
、生
産

状
況
は
順
調
に
推
移
し
、六
月
ま
で
の
生
産
状
況

は
一
八
，九
八
九
ト
ン
と
対
前
年
実
績
比
一
〇
〇
．

〇
％
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、前
年
と
今
年
の
廃
業
者
を
除
く
前
年
実

績
比
は
、一
〇
二
．五
％
と
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の

効
果
等
も
あ
り
生
産
量
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　飼
料
情
勢
に
つ
い
て
、配
合
飼
料
の
主
原
料
で

あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、中
国
を
中
心
と
し
た
穀

物
需
要
の
増
加
に
よ
り
急
激
に
高
騰
し
、令
和
二

年
度
第
四
四
半
期
以
降
、配
合
飼
料
安
定
基
金
補

て
ん
金
が
交
付
さ
れ
、第
一
四
半
期
に
お
い
て
は
、

異
常
補
て
ん
金
が
発
動
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。ま

た
今
後
、米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
育
の
重
要
な

時
期
に
入
り
ま
す
が
、天
候
に
よ
っ
て
は
、更
に

高
騰
す
る
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。流
通
粗
飼

料
に
つ
い
て
も
、海
上
運
賃
の
値
上
げ
、米
国
の

　第
五
十
八
回
の
日
本
酪
農
政
治
連
盟
福
岡
県
支
部
連
合
会
定

時
総
会
が
四
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
ふ
く
お
か
県
酪
協 

本
所
と
各
支
所
間
の
W
E
B
会
議
形

式
で
の
開
催
と
し
、
三
支
部
よ
り
十
七
名
（
本
人
出
席
十
六
名
、

委
任
状
一
名
）
の
代
議
員
の
出
席
の
も
と
、
第
一
号
議
案
よ
り

第
三
号
議
案
ま
で
慎
重
審
議
の
う
え
原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　な
お
、
令
和
三
年
度
の
重
点
政
策
を
指
定
団
体
機
能
の
維
持
、

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
対
策
、
家
畜
排
泄
物
処
理
施
設
等
対
策
、
自
然

災
害
対
策
、
家
畜

伝
染
病
等
対
策
、

生
産
基
盤
強
化
・

働
き
方
改
革
等
対

策
、
自
給
飼
料
確

保
対
策
と
決
定
し

ま
し
た
。

酪
政
連  

福
岡
県
支
部
連
合
会

第
五
十
八
回
定
時
総
会
を
開
催

贈
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
P
R
、牛
乳

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
の
実
演
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。Ｍ
Ｃ
の
ゴ
リ
け
ん
さ
ん
と

楽
し
い
ト
ー
ク
と
交
え
な
が
ら
酪
農

や
牛
乳
の
栄
養
に
つ
い
て
伝
え
た
り

酪
農
理
解
醸
成
や
消
費
拡
大
に
つ
な

が
る
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
中
、対
面
で
の
消
費
拡

大
活
動
の
実
施
が
難
し
い
為
、ふ
く
お

か
県
酪
農
青
年
女
性
会
議
主
催
の
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
六
月
一
日
牛

乳
の
日
に
開
催
し
ま
し
た
。ふ
く
お
か

県
酪
本
所
を
メ
イ
ン
会
場
に
各
支
所

か
ら
酪
農
家
さ
ん
も
参
加
し
、参
加
者

の
方
と
意
見
交
換
や
父
の
日
に
乳
を

「
牛
乳
の
日
に
ゴ
リ
け
ん
と
学
ぶ
！
酪
農
家
さ
ん
と

牛
乳
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催

新人職員３名紹介
仲宗根 瑠奈
（久留米地区乳牛診療人工授精所）

　4月1日より久留米診療所に配属
になりました、獣医師の仲宗根瑠奈
（なかそね るな）です。沖縄県出身
で、神奈川県にある日本大学を卒
業しました。大学では実験動物研究
室で鳥類血液寄生原虫について研
究していました。
　念願だった牛の獣医師になるこ
とができ、不安半ば非常に嬉しく思
います。まだまだ知識や経験が浅く、
不慣れでご迷惑をおかけすること
が多いかと思いますが、日々努力を
怠らず精進して参りますのでご指
導ご鞭撻の程宜しくお願いします。

切木 裕太郎
（飯塚支所）

　4月1日より飯塚支所に配属にな
りました切木 裕太郎（きりき ゆう
たろう）です。切木という名前は珍
しいと思います。祖先が伐株山で
有名な大分県玖珠町で林業をして
おりそこに由来があるそうで、全
国でも数十件しかないとのことで
す。趣味は旅行が好きで、大学で
は地理学を学んでいました。
　酪農の知識は乏しく未経験の
業界ですが、皆様のお力になれる
よう日々邁進したいと思いますの
で、どうぞ宜しくお願い致します。

木村 哲也
（畜産支援牧場）

　4月1日より嘱託から職員として
採用いただいた、畜産支援牧場所
属の木村 哲也（きむら  てつや）で
す。出身は山口県で、動物系の専
門学校卒業後、肉牛や養鶏と畜産
関係の仕事に従事して来ました。
  今後も今まで経験して来たこと
を生かしつつ、業務の中で課題を
見つけ日々努力していきたいと思
います。よろしくお願いいたしま
す。

令
和
３
年
度
　
第
１
四
半
期
の
生
乳
生
産
状
況

支所

福岡支所計

久留米支所

飯塚支所計

組合合計

5,608

10,338

3,042

18,989

99.1

101.3

97.1

100.0

104.1

102.2

100.4

102.4

受託乳量 前年比 前年廃業
除く対比

注）㌧未満を四捨五入のため計が一致しないことがあります。

単位＝トン・％
令和３年度　組合の生乳生産（第１・四半期）

▲左からゴリけんさん、吉田裕康委員長
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コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
回
復
や
日
米
金
利
差
の

拡
大
に
よ
る
円
安
基
調
に
よ
り
堅
調
に
推
移
し

て
い
ま
す
。新
穀
に
つ
い
て
は
、米
国
の
干
ば
つ

に
よ
る
影
響
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
高
騰
に
よ

り
生
産
者
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
転
作
す
る
な
ど
、

生
産
量
が
不
足
す
る
懸
念
が
あ
り
相
場
は
堅
調

傾
向
で
す
。

　こ
の
よ
う
な
飼
料
情
勢
を
受
け
、組
合
は
、全

国
連
と
連
携
し
六
月
に
流
通
粗
飼
料
の
特
別
対

策
を
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、七
月
以
降
暑
熱
期

の
生
乳
生
産
支
援
対
策
と
し
て
、全
国
連
と
連
携

し
輸
入
粗
飼
料
や
乾
乳
飼
料
、添
加
物
な
ど
の

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施（
九

月
ま
で
）し
て

い
ま
す
。今
年

も
猛
暑
が
心

配
さ
れ
ま
す
。

暑
熱
期
の
飼

養
管
理
に
は
、

万
全
を
期
し

て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　六
月
に
組
合
員
か
ら
の
今
年
度
生
乳
出
荷
目

標
数
量
の
報
告
を
積
み
上
げ
た
結
果
、昨
年
の
実

績
数
量
を
大
き
く
上
回
る
七
三
，一
四
〇
ト
ン

（
前
年
比
一
〇
一
．二
％
）と
な
り
、本
組
合
に
お

け
る
生
乳
出
荷
見
込
数
量
と
し
て
九
州
生
乳
販

連
へ
報
告
し
ま
し
た
。

　今
年
度
も
生
産
基
盤
強
化
・
維
持
の
た
め
各
種

事
業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、目
標
数
量
達
成
に
向

け
た
取
組
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　第
一
四
半
期
の
生
乳
生
産
状
況
は
、廃
業
者
等

に
よ
る
飼
養
頭
数
の
減
少
は
あ
り
ま
す
が
、生
産

状
況
は
順
調
に
推
移
し
、六
月
ま
で
の
生
産
状
況

は
一
八
，九
八
九
ト
ン
と
対
前
年
実
績
比
一
〇
〇
．

〇
％
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、前
年
と
今
年
の
廃
業
者
を
除
く
前
年
実

績
比
は
、一
〇
二
．五
％
と
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の

効
果
等
も
あ
り
生
産
量
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　飼
料
情
勢
に
つ
い
て
、配
合
飼
料
の
主
原
料
で

あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、中
国
を
中
心
と
し
た
穀

物
需
要
の
増
加
に
よ
り
急
激
に
高
騰
し
、令
和
二

年
度
第
四
四
半
期
以
降
、配
合
飼
料
安
定
基
金
補

て
ん
金
が
交
付
さ
れ
、第
一
四
半
期
に
お
い
て
は
、

異
常
補
て
ん
金
が
発
動
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。ま

た
今
後
、米
国
産
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
育
の
重
要
な

時
期
に
入
り
ま
す
が
、天
候
に
よ
っ
て
は
、更
に

高
騰
す
る
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。流
通
粗
飼

料
に
つ
い
て
も
、海
上
運
賃
の
値
上
げ
、米
国
の

　第
五
十
八
回
の
日
本
酪
農
政
治
連
盟
福
岡
県
支
部
連
合
会
定

時
総
会
が
四
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
ふ
く
お
か
県
酪
協 

本
所
と
各
支
所
間
の
W
E
B
会
議
形

式
で
の
開
催
と
し
、
三
支
部
よ
り
十
七
名
（
本
人
出
席
十
六
名
、

委
任
状
一
名
）
の
代
議
員
の
出
席
の
も
と
、
第
一
号
議
案
よ
り

第
三
号
議
案
ま
で
慎
重
審
議
の
う
え
原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　な
お
、
令
和
三
年
度
の
重
点
政
策
を
指
定
団
体
機
能
の
維
持
、

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
対
策
、
家
畜
排
泄
物
処
理
施
設
等
対
策
、
自
然

災
害
対
策
、
家
畜

伝
染
病
等
対
策
、

生
産
基
盤
強
化
・

働
き
方
改
革
等
対

策
、
自
給
飼
料
確

保
対
策
と
決
定
し

ま
し
た
。

酪
政
連  

福
岡
県
支
部
連
合
会

第
五
十
八
回
定
時
総
会
を
開
催

贈
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
P
R
、牛
乳

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
の
実
演
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。Ｍ
Ｃ
の
ゴ
リ
け
ん
さ
ん
と

楽
し
い
ト
ー
ク
と
交
え
な
が
ら
酪
農

や
牛
乳
の
栄
養
に
つ
い
て
伝
え
た
り

酪
農
理
解
醸
成
や
消
費
拡
大
に
つ
な

が
る
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
中
、対
面
で
の
消
費
拡

大
活
動
の
実
施
が
難
し
い
為
、ふ
く
お

か
県
酪
農
青
年
女
性
会
議
主
催
の
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
六
月
一
日
牛

乳
の
日
に
開
催
し
ま
し
た
。ふ
く
お
か

県
酪
本
所
を
メ
イ
ン
会
場
に
各
支
所

か
ら
酪
農
家
さ
ん
も
参
加
し
、参
加
者

の
方
と
意
見
交
換
や
父
の
日
に
乳
を

「
牛
乳
の
日
に
ゴ
リ
け
ん
と
学
ぶ
！
酪
農
家
さ
ん
と

牛
乳
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」の
開
催

新人職員３名紹介
仲宗根 瑠奈
（久留米地区乳牛診療人工授精所）

　4月1日より久留米診療所に配属
になりました、獣医師の仲宗根瑠奈
（なかそね るな）です。沖縄県出身
で、神奈川県にある日本大学を卒
業しました。大学では実験動物研究
室で鳥類血液寄生原虫について研
究していました。
　念願だった牛の獣医師になるこ
とができ、不安半ば非常に嬉しく思
います。まだまだ知識や経験が浅く、
不慣れでご迷惑をおかけすること
が多いかと思いますが、日々努力を
怠らず精進して参りますのでご指
導ご鞭撻の程宜しくお願いします。

切木 裕太郎
（飯塚支所）

　4月1日より飯塚支所に配属にな
りました切木 裕太郎（きりき ゆう
たろう）です。切木という名前は珍
しいと思います。祖先が伐株山で
有名な大分県玖珠町で林業をして
おりそこに由来があるそうで、全
国でも数十件しかないとのことで
す。趣味は旅行が好きで、大学で
は地理学を学んでいました。
　酪農の知識は乏しく未経験の
業界ですが、皆様のお力になれる
よう日々邁進したいと思いますの
で、どうぞ宜しくお願い致します。

木村 哲也
（畜産支援牧場）

　4月1日より嘱託から職員として
採用いただいた、畜産支援牧場所
属の木村 哲也（きむら  てつや）で
す。出身は山口県で、動物系の専
門学校卒業後、肉牛や養鶏と畜産
関係の仕事に従事して来ました。
  今後も今まで経験して来たこと
を生かしつつ、業務の中で課題を
見つけ日々努力していきたいと思
います。よろしくお願いいたしま
す。

令
和
３
年
度
　
第
１
四
半
期
の
生
乳
生
産
状
況

支所

福岡支所計

久留米支所

飯塚支所計

組合合計

5,608

10,338

3,042

18,989

99.1

101.3

97.1

100.0

104.1

102.2

100.4

102.4

受託乳量 前年比 前年廃業
除く対比

注）㌧未満を四捨五入のため計が一致しないことがあります。

単位＝トン・％
令和３年度　組合の生乳生産（第１・四半期）

▲左からゴリけんさん、吉田裕康委員長
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生乳の初回投入１時間以内に10℃以下、
さらに１時間以内に4.4℃以下に冷却、
追加投入時10℃を超えていませんか？

夏を向かえ冷却能力が落ちる季節です。
バルククーラーを点検しましょう。

バルククーラー室外機（コンデンサー）の点検を！！

引き続き、感染予防対策を徹底しましょう。

コンデンサーが目詰まりすると、冷却に時間がかか
り、細菌数の増加や電気代アップにつながります。

ごみやほこりをエアーブラシなどで取り除きましょ
う!また、定期的に点検を実施しましょう。

　
ま
ず
は
、
牛
舎
の
紹
介
か
ら
。
久
留

米
市
の
三
潴
町
に
あ
る
つ
な
ぎ
三
六
頭

牛
舎
（
経
産
牛
三
五
頭
）
で
、
祖
父
、

祖
母
、
母
、
自
分
の
四
人
で
作
業
を
し

て
い
ま
す
。
周

り
は
住
宅
に
囲

ま
れ
て
い
る
立

地
で
す
の
で
、

そ
こ
に
住
む

方
々
と
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ

を
実
感
す
る

日
々
で
す
。

　
酪
農
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
祖
父

の
働
く
姿
を
み
て
自
分
も
や
ら
な
け
れ

ば
と
感
じ
、
五
年
前
に
就
農
。
戸
惑
い

な
が
ら
も
お
誘
い
も
あ
っ
た
の
で
勉
強

の
為
に
も
久
留
米
青
年
部
に
入
り
ま
し

た
。
就
農
し
て
三
年
程
は
目
の
前
の
作

業
だ
け
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
年
代
・

諸
先
輩
方
と
情
報
交
換
を
す
る
よ
う
に

な
り
、
ま
た
、
授
精
師
・
組
合
・
業
者

の
指
導
も
あ
っ
て
、
我
が
家
の
問
題
点

や
、
何
を
改
良
・
改
善
す
べ
き
か
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
の
吐
水
量
、
暑
熱

対
策
、
初
回
種
付
日
数
、
育
成
牛
の
ス

ペ
ー
ス
問
題
な
ど
を
改
善
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ギフト受付期間：令和３年７月１日（木）～８月６日（金）

新型コロナにならない  うつさない！
　ちょっとしたケガで病院に行ったこ
とはありませんか？事故や病気にあ
われたらお気軽にご相談ください。
　また、いつでも加入することが出
来ます。
　お問い合わせは各支所まで。

酪農共済給付金のご請求、忘れていませんか？？

　
ま
た
、
人
と
話
し
合
い
を
す
る
中
で

現
状
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
言
語
化

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
気
づ
か
さ
れ
る

事
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
エ
サ
、
フ
ン

等
の
牛
が
出
す
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
日
々
の
記
録
を
と
り
、
そ
れ
を

だ
れ
が
見
て
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に

「
デ
ー
タ
の
見
え
る
化
」
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
改
良
し
て
い
き

た
い
点
が
山
積
み
な
状
態
で
す
が
、
一

歩
一
歩
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

「令和3年夏ギフト」のご案内

　牛乳、乳製品消費拡大運動の一環
として、本年度も夏ギフトを販売い
たします。組合員、役職員の皆様ご
協力の程、よろしくお願い致します。

病気で
入院や手術をした

ケガで通院や
入院･手術をした

例

頑
張
る
酪
農
家
紹
介

久
留
米
支
所

　柏
原

　圭
志
郎
さ
ん（
26
才
）

（
経
営
者
：
柏
原 

福
生
さ
ん
）

俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

コ
ロ
ナ
禍
は

　
　自
ず
と
守
る

　
　
　
　お
ら
が
里

Ｐ
．Ｎ
．甦
る
獅
子
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生乳の初回投入１時間以内に10℃以下、
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引き続き、感染予防対策を徹底しましょう。

コンデンサーが目詰まりすると、冷却に時間がかか
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ごみやほこりをエアーブラシなどで取り除きましょ
う!また、定期的に点検を実施しましょう。

　
ま
ず
は
、
牛
舎
の
紹
介
か
ら
。
久
留

米
市
の
三
潴
町
に
あ
る
つ
な
ぎ
三
六
頭

牛
舎
（
経
産
牛
三
五
頭
）
で
、
祖
父
、

祖
母
、
母
、
自
分
の
四
人
で
作
業
を
し

て
い
ま
す
。
周

り
は
住
宅
に
囲

ま
れ
て
い
る
立

地
で
す
の
で
、

そ
こ
に
住
む

方
々
と
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ

を
実
感
す
る

日
々
で
す
。

　
酪
農
を
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た
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っ
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け
は
、
祖
父
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や
ら
な
け
れ
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じ
、
五
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前
に
就
農
。
戸
惑
い

な
が
ら
も
お
誘
い
も
あ
っ
た
の
で
勉
強

の
為
に
も
久
留
米
青
年
部
に
入
り
ま
し

た
。
就
農
し
て
三
年
程
は
目
の
前
の
作

業
だ
け
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し
て
い
ま
し
た
が
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同
年
代
・

諸
先
輩
方
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情
報
交
換
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る
よ
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な
り
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ま
た
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授
精
師
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組
合
・
業
者

の
指
導
も
あ
っ
て
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が
家
の
問
題
点

や
、
何
を
改
良
・
改
善
す
べ
き
か
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
の
吐
水
量
、
暑
熱

対
策
、
初
回
種
付
日
数
、
育
成
牛
の
ス

ペ
ー
ス
問
題
な
ど
を
改
善
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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れ
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と
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や
す
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よ
う
に

「
デ
ー
タ
の
見
え
る
化
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を
進
め
て
い

く
こ
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大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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だ
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良
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き

た
い
点
が
山
積
み
な
状
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ほ
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　皆
様
こ
ん
に
ち
は
。飯
塚
支
所
青
年
部
は
、現
在
一
三

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。例
年
で
あ
れ
ば
、今
年
度
も
視

察
研
修
・
北
九
州
市
農
林
水
産
祭
り
等
の
祭
事
へ
の
参
加

・
バ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
ほ
と
ん
ど
の
活
動
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。福
岡
県
も
感
染
者
数
が
毎
日
の
よ
う
に
増
え
、再

三
再
四
の
緊
急
事
態
宣
言
も
出
て
お
り
ま
す
が
、未
だ
収

束
の
兆
し
も
見
え
て
い
ま
せ
ん
。以
前
の
よ
う
な
日
々
に

戻
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　さ
て
、こ
れ
か
ら
本
格
的
に
夏
を
迎
え
酪
農
家
を
悩
ま

す
時
期
に
な
り
ま
す
。牛
は
暑
さ
に
弱
く
夏
場
の
牛
舎
は

暑
熱
対
策
が
重
要
で
す
。そ
こ
で
、「
牛
の
暑
熱
対
策
と
共

に
人
間
も
一
緒
に
涼
し
く
な
り
夏
を
乗
り
切
ろ
う
」と
い

う
こ
と
で
ア
ン
ダ
ー
ア
ー
マ
ー
を
総
会
記
念
品
と
し
、青

年
部
の
メ
ン
バ
ー
に
配
布
し
ま
し
た
。ア
ン
ダ
ー
ア
ー
マ

ー
は
吸
水
性
・
速
乾
性
に
優

れ
て
お
り
、汗
の
臭
い
を
抑

え
て
く
れ
る
効
果
な
ど
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
を
着
て
こ

れ
か
ら
始
ま
る
本
格
的
な

夏
を
乗
り
切
っ
て
、青
年
部

一
丸
と
な
っ
て
毎
日
の
作
業

を
頑
張
り
ま
す
!!

C O L U M N - コラム -

原岡　諒
福岡乳牛診療人工授精所

診療所日記

　　
今
年
も
厳
し
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

夏
の
暑
さ
に
よ
る
牛
へ
の
影
響
も
大
き
く

な
っ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。暑
熱
ス
ト

レ
ス
は
、乳
量
の
減
少
や
乳
成
分
の
低
下

だ
け
で
な
く
、発
情
の
微
弱
化
や
受
胎
率

低
下
な
ど
の
繁
殖
成
績
低
下
を
も
た
ら
し

ま
す
。さ
ら
に
は
各
種
疾
病
を
発
生
さ
せ

る
な
ど
、様
々
な
悪
影
響
に
よ
っ
て
経
済

的
に
も
大
き
な
損
失
を
与
え
ま
す
。今
回

は
、酪
農
業
で
大
き
な
問
題
と
な
る
暑
熱

ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
改
め
て
紹
介
し
ま
す
。

　
成
乳
牛
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
）の
適
温

域
は
お
よ
そ
四
℃
〜
二
二
℃
で
、最
も
快

適
な
温
度
は
一
三
〜
一
八
℃
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
れ
以
上
の
気
温
に
な
る
と
暑

熱
ス
ト
レ
ス
を
受
け
ま
す
。一
方
で
牛
が
暑

熱
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
は
じ
め
る
二
二
℃
と

い
え
ば
、ヒ
ト
だ
と
涼
し
く
感
じ
る
気
温

で
す
。つ
ま
り
牛
舎
内
で
ヒ
ト
が
涼
し
く

感
じ
て
い
て
も
、牛
に
と
っ
て
は
暑
い
場
合

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。し
か
し
な
が

ら
暑
熱
対
策
を
す
る
べ
き
時
期
で
も
、「
ま

だ
大
丈
夫
！
」
と
思
っ
て
十
分
な
対
策
を

取
ら
れ
て
い
な
い
方
が
多
い
印
象
を
受
け

ま
す
。

　
暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
指
標
と
し
て
気
温
も

か
な
り
重
要
な
要
因
な
の
で
す
が
、他
に

も
湿
度
や
風
速
等
の
様
々
な
要
因
で
暑
熱

ス
ト
レ
ス
の
大
き
さ
が
決
ま
り
ま
す
。評

価
す
る
指
標
と
し
て
、気
温
と
湿
度
を
加

味
し
た
T
H
I（
不
快
指
数
）が
よ
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
T
H
I
の
計
算
式
は

T
H
I
＝
〇
．八
×
気
温
+（
相
対
湿
度
/

一
〇
〇
）×（
気
温
―
一
四
．四
）+
四
六
．四

と
な
っ
て
い
ま
す
。T
H
I
が
六
八
を
超

え
る
と
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、気
温
二
二

℃
、湿
度
五
〇
％
で
T
H
I
は
六
八
に
な

り
ま
す（
ま
さ
か
二
二
℃
で
暑
熱
ス
ト
レ

ス
を
受
け
て
い
る
と
は
！
と
驚
か
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
）。

　
ま
た
、牛
自
身
の
体
感
温
度
も
重
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。体
感
温
度
に
も
計
算
式

が
あ
り
、体
感
温
度
＝
気
温
マ
イ
ナ
ス
六

√
風
速（
m
/
秒
）と
な
っ
て
い
ま
す
。例

え
ば
、風
速
が
二
m
/
秒
の
と
き
体
感
温

度
は
約
八
．五
℃
低
下
し
ま
す
。

　
多
く
の
牛
舎
で
暑
熱
対
策
と
し
て
送
風

機
を
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

送
風
機
に
は
換
気
と
送
風
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。換
気
は
牛
舎
内
の
湿
っ
た
暖
か
い

空
気
と
、牛
舎
外
の
空
気
を
入
れ
替
え
る

効
果
で
す
。一
方
、送
風
は
牛
に
直
接
風
を

当
て
て
体
感
温
度
を
下
げ
る
効
果
で
す
。

送
風
機
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め

に
は
、換
気
と
送
風
が
同
時
に
行
わ
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、実

際
に
は
送
風
機
の
設
置
場
所
の
制
限
や
、

台
数
の
不
足
が
原
因
で
、換
気
と
送
風
が

十
分
で
な
い
場
合
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
今
回
は
牛
舎
内
の
暑
熱
ス
ト
レ
ス
に
焦

点
を
当
て
て
み
ま
し
た
。す
で
に
そ
れ
ぞ

れ
の
牛
舎
で
暑
熱
対
策
を
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、客
観
的
な
数
字
で
暑
熱
ス

ト
レ
ス
の
大
き
さ
を
把
握
し
て
い
る
方
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
。暑
熱
対
策
の
一
助
と

し
て
、今
回
紹
介
し
た
T
H
I
や
体
感
温

度
を
調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

は
じ
め
に

暑
熱
対
策

暑
さ
の
評
価

人
と
乳
牛
の
暑
さ
の
感
じ
方
の
違
い

最
後
に

（ふくおか県酪農青年女性会議ニュース）

Vol.190

　皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。福
岡
地
区
酪
農
女
性
部
で
す
。

　昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
拡
大
に
よ
り
、活
動

を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
ね
。

今
回
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
少
し
で
も
癒
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、お
花
を
配
る
事
に
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
夏
へ
と
向

か
い
、牛
に
も
人
に
も
厳
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　暑
い
な
ー
、疲
れ
た
な
ー
と
思
っ
た
と
き
に
お
花
を
見

て
少
し
で
も
癒
さ
れ
、元
気
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、収
束
に
向
か
う
よ
う
に
と

思
い
を
込
め
て
、ま
た
皆
さ
ん
と
美
味
し
い
食
事
を
頂
き

な
が
ら
、気
兼
ね
な
く
マ
ス
ク
無
し
で
た
く
さ
ん
お
話
が

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
感
染
予
防
を
徹
底
し
な
が
ら
、も
う
少
し
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

「
体
温
を
調
節
し
て
涼
し
く
ド
ラ
イ
！！
」

　
　
　
　
　
　
　飯
塚
支
所
酪
農
青
年
部
長

　

 

森
田

　清
隆

コ
ロ
ナ
収
束
の
願
い
を
お
花
に
込
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

福
岡
地
区
酪
農
女
性
部
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も
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し
た
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暑
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に
よ
る
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へ
の
影
響
も
大
き
く

な
っ
て
き
た
か
と
思
い
ま
す
。暑
熱
ス
ト

レ
ス
は
、乳
量
の
減
少
や
乳
成
分
の
低
下

だ
け
で
な
く
、発
情
の
微
弱
化
や
受
胎
率

低
下
な
ど
の
繁
殖
成
績
低
下
を
も
た
ら
し

ま
す
。さ
ら
に
は
各
種
疾
病
を
発
生
さ
せ

る
な
ど
、様
々
な
悪
影
響
に
よ
っ
て
経
済

的
に
も
大
き
な
損
失
を
与
え
ま
す
。今
回

は
、酪
農
業
で
大
き
な
問
題
と
な
る
暑
熱

ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
改
め
て
紹
介
し
ま
す
。

　
成
乳
牛
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
）の
適
温

域
は
お
よ
そ
四
℃
〜
二
二
℃
で
、最
も
快

適
な
温
度
は
一
三
〜
一
八
℃
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
れ
以
上
の
気
温
に
な
る
と
暑

熱
ス
ト
レ
ス
を
受
け
ま
す
。一
方
で
牛
が
暑

熱
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
は
じ
め
る
二
二
℃
と

い
え
ば
、ヒ
ト
だ
と
涼
し
く
感
じ
る
気
温

で
す
。つ
ま
り
牛
舎
内
で
ヒ
ト
が
涼
し
く

感
じ
て
い
て
も
、牛
に
と
っ
て
は
暑
い
場
合

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。し
か
し
な
が

ら
暑
熱
対
策
を
す
る
べ
き
時
期
で
も
、「
ま

だ
大
丈
夫
！
」
と
思
っ
て
十
分
な
対
策
を

取
ら
れ
て
い
な
い
方
が
多
い
印
象
を
受
け

ま
す
。

　
暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
指
標
と
し
て
気
温
も

か
な
り
重
要
な
要
因
な
の
で
す
が
、他
に

も
湿
度
や
風
速
等
の
様
々
な
要
因
で
暑
熱

ス
ト
レ
ス
の
大
き
さ
が
決
ま
り
ま
す
。評

価
す
る
指
標
と
し
て
、気
温
と
湿
度
を
加

味
し
た
T
H
I（
不
快
指
数
）が
よ
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
T
H
I
の
計
算
式
は

T
H
I
＝
〇
．八
×
気
温
+（
相
対
湿
度
/

一
〇
〇
）×（
気
温
―
一
四
．四
）+
四
六
．四

と
な
っ
て
い
ま
す
。T
H
I
が
六
八
を
超

え
る
と
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、気
温
二
二

℃
、湿
度
五
〇
％
で
T
H
I
は
六
八
に
な

り
ま
す（
ま
さ
か
二
二
℃
で
暑
熱
ス
ト
レ

ス
を
受
け
て
い
る
と
は
！
と
驚
か
れ
る
こ

と
が
多
い
で
す
）。

　
ま
た
、牛
自
身
の
体
感
温
度
も
重
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。体
感
温
度
に
も
計
算
式

が
あ
り
、体
感
温
度
＝
気
温
マ
イ
ナ
ス
六

√
風
速（
m
/
秒
）と
な
っ
て
い
ま
す
。例

え
ば
、風
速
が
二
m
/
秒
の
と
き
体
感
温

度
は
約
八
．五
℃
低
下
し
ま
す
。

　
多
く
の
牛
舎
で
暑
熱
対
策
と
し
て
送
風

機
を
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

送
風
機
に
は
換
気
と
送
風
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。換
気
は
牛
舎
内
の
湿
っ
た
暖
か
い

空
気
と
、牛
舎
外
の
空
気
を
入
れ
替
え
る

効
果
で
す
。一
方
、送
風
は
牛
に
直
接
風
を

当
て
て
体
感
温
度
を
下
げ
る
効
果
で
す
。

送
風
機
の
効
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め

に
は
、換
気
と
送
風
が
同
時
に
行
わ
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、実

際
に
は
送
風
機
の
設
置
場
所
の
制
限
や
、

台
数
の
不
足
が
原
因
で
、換
気
と
送
風
が

十
分
で
な
い
場
合
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
今
回
は
牛
舎
内
の
暑
熱
ス
ト
レ
ス
に
焦

点
を
当
て
て
み
ま
し
た
。す
で
に
そ
れ
ぞ

れ
の
牛
舎
で
暑
熱
対
策
を
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、客
観
的
な
数
字
で
暑
熱
ス

ト
レ
ス
の
大
き
さ
を
把
握
し
て
い
る
方
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
。暑
熱
対
策
の
一
助
と

し
て
、今
回
紹
介
し
た
T
H
I
や
体
感
温

度
を
調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

は
じ
め
に

暑
熱
対
策

暑
さ
の
評
価

人
と
乳
牛
の
暑
さ
の
感
じ
方
の
違
い

最
後
に

（ふくおか県酪農青年女性会議ニュース）

Vol.190

　皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。福
岡
地
区
酪
農
女
性
部
で
す
。

　昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
拡
大
に
よ
り
、活
動

を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
ね
。

今
回
、コ
ロ
ナ
疲
れ
を
少
し
で
も
癒
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、お
花
を
配
る
事
に
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
夏
へ
と
向

か
い
、牛
に
も
人
に
も
厳
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　暑
い
な
ー
、疲
れ
た
な
ー
と
思
っ
た
と
き
に
お
花
を
見

て
少
し
で
も
癒
さ
れ
、元
気
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、収
束
に
向
か
う
よ
う
に
と

思
い
を
込
め
て
、ま
た
皆
さ
ん
と
美
味
し
い
食
事
を
頂
き

な
が
ら
、気
兼
ね
な
く
マ
ス
ク
無
し
で
た
く
さ
ん
お
話
が

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
感
染
予
防
を
徹
底
し
な
が
ら
、も
う
少
し
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

「
体
温
を
調
節
し
て
涼
し
く
ド
ラ
イ
！！
」

　
　
　
　
　
　
　飯
塚
支
所
酪
農
青
年
部
長

　

 

森
田

　清
隆

コ
ロ
ナ
収
束
の
願
い
を
お
花
に
込
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

福
岡
地
区
酪
農
女
性
部
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
に
伴

う
三
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、多
く

の
人
々
の
社
会
生
活
が
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
が
、酪
農
家
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す

か
。厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
も
し
っ
か
り

と
牛
乳
生
産
に
頑
張
っ
て
い
る
事
と
思
い
ま

す
。

　
最
近
の
経
産
牛
の
生
乳
生
産
量
は
、飼
養

管
理
の
改
善
や
遺
伝
的
改
良
に
よ
り
、約
八

八
〇
〇
ｋ
ｇ
ま
で
増
加
し
て
お
り
、高
能
力

牛
の
飼
養
管
理
に
は
日
々
苦
労
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。特
に
、分
娩
前
後
の

飼
養
管
理
が
重
要
と
思
い
ま
す
が
、乾
乳
期

間
に
関
す
る
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場

の
新
し
い
研
究
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

　課
題
名
：「
乾
乳
期
間
の
短
縮
が
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
種
泌
乳
牛
の
泌
乳
成
績
、分
娩
間
隔

お
よ
び
泌
乳
前
期
の
栄
養
状
態
に
及
ぼ
す

影
響
」

1

　現
状
と
問
題
点　

　
日
本
飼
養
標
準
で
は
推
奨
の
乾
乳
期
間

は
六
〇
日
で
す
が
、乾
乳
開
始
時
で
も
高
乳

量
を
維
持
し
て
い
る
個
体
が
多
く
、無
理
な

乾
乳
が
体
力
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
か
ら
、

疾
病
の
リ
ス
ク
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、泌
乳
能
力
の
向
上
に
反
し
て
繁

殖
成
績
は
低
下
し
、分
娩
間
隔
は
長
く
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、乾
乳
期
間
の
短
縮

化
に
よ
る
泌
乳
前
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン

ス
や
泌
乳
量
へ
の
影
響
を
調
査
し
、繁
殖
成

績
の
向
上
、分
娩
間
隔
の
短
縮
化
な
ど
の
効

果
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

2

　材
料
お
よ
び
方
法

（
試
験
一
）乳
用
牛
群
成
績
か
ら
み
た
乾
乳
期

間
の
違
い
が
乳
量
お
よ
び
分
娩
間
隔
に
及

ぼ
す
影
響

　
県
内
の
牛
群
検
定
成
績
五
七
，四
六
四
頭

を
解
析
し
、乾
乳
期
間
三
〇
日
の
個
体
群

（
七
一
七
頭
、以
下
短
縮
区
）と
六
〇
日
の
個

体
群（
三
，五
六
一
頭
、以
下
慣
行
区
）を
抽
出

し
、産
次
別
に
乳
量
、分
娩
間
隔
を
比
較
検

討
し
ま
し
た
。

（
試
験
二
）乾
乳
期
間
の
短
縮
が
泌
乳
前
期

の
乳
量
お
よ
び
栄
養
状
態
へ
及
ぼ
す
影
響

　
試
験
場
内
繋
養
の
搾
乳
牛
を
用
い
、乾
乳

三
〇
日（
短
縮
区
）五
頭
、六
〇
日（
慣
行

区
）五
頭
を
試
験
飼
養
し
て
、分
娩
後
二
〇

週
ま
で
乳
量
、栄
養
状
態
等
を
調
査
し
ま
し

た
。

3

　結
果
と
考
察

　
検
定
成
績
に
お
け
る
産
次
別
三
〇
五
日

乳
量
は
短
縮
区
が
慣
行
区
よ
り
明
ら
か
に

少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、短
縮
区
の
場

合
、乾
乳
前
の
乳
期
の
最
後
に
搾
乳
期
間
を

三
〇
日
延
長
で
き
る
こ
と
か
ら
、こ
の
期
間

の
通
算
乳
量
を
考
慮
す
る
と
、短
縮
区
の
乳

量
は
慣
行
区
と
同
等
か
そ
れ
以
上
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。ま
た
、今
回
検
定

成
績
で
は
、短
縮
区
の
分
娩
間
隔
が
四
〜
九

日
短
く
な
っ
て
お
り
、繁
殖
成
績
の
改
善
も

期
待
で
き
ま
し
た
。

　
場
内
の
試
験
飼
養
に
お
い
て
も
泌
乳
量

は
短
縮
区
が
明
ら
か
に
減
少
し
ま
し
た
が
、

反
面
、T
D
N
充
足
率
、B
C
S（
ボ
デ
ィ
コ

ン
デ
シ
ョ
ン
ス
コ
ア
ー
）、体
重
、血
液
生
化

学
性
状
等
の
栄
養
状
態
が
改
善
さ
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
飼
養
標
準
で
は
四
週
ま
で
の
乾
乳

前
期
は
粗
飼
料
主
体
で
飼
養
し
、そ
の
後
、

後
期
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
飼
料
で
飼
養
す
る

こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、今
回
の
試
験

で
は
、三
〇
日
間
の
乾
乳
期
間
は
後
期
飼
料

で
実
施
し
た
こ
と
か
ら
、給
与
飼
料
を
単
純

化
す
る
メ
リ
ッ
ト
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、乾
乳
期
間

を
三
〇
日
に
短
縮
す
る
と
、乳
生
産
量
を
低

下
さ
せ
ず
に
繁
殖
成
績
の
向
上
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
検
定
成
績
か
ら
も
既
に
短
縮
し
て
い
る

方
も
い
る
よ
う
で
す
し
、こ
の
成
果
を
活
用

し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

吉木　四郎
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専任指導員（飯塚支所駐在）

専任指導員日記

　
今
年
の
夏
も
暑
い
…
昨
年
の
暑
さ
の
影

響
も
あ
り
、こ
れ
か
ら
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を

受
け
た
状
態
で
の
乾
乳
、分
娩
を
迎
え
る

牛
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
。

（
毎
年
の
こ
と
で
す
が
）

　
前
回
の
ミ
ル
ク
情
報
誌
に
、『
風
通
し
の

よ
い
牛
舎（
職
場
）づ
く
り
』と
言
う
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。そ
の
中
で

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
①
牛
舎
内
外
の

不
要
物
を
片
付
け
る
こ
と
、②
換
気
扇
の

ホ
コ
リ
を
落
と
す
こ
と
、③
バ
ル
ク
ク
ー

ラ
ー
の
室
外
機
の
風
通
し
を
良
く
す
る
こ

と
。が
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。そ
こ
で
今

回
は
、②
の
換
気
扇
の
ホ
コ
リ
を
落
と
す

こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
乳
牛
は
、平
均
気
温
が
二
一
〜
二
三
℃
を

超
え
る
と
採
食
量
が
減
少
し
、乳
量
も
低

下
し
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。乳

牛
の
健
康
と
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、

暑
熱
対
策
は
必
須
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、ほ
と
ん
ど
の
牧
場
に
お

い
て
は
、一ｍ
ほ
ど
の
換
気
扇
を
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、牛
舎
内
の
換
気
扇
の
プ
ロ

ペ
ラ
や
安
全
カ
バ
ー
に
、ホ
コ
リ
が
付
着

し
て
い
る
と
送
風
能
力
が
低
下
し
て
し
ま

い
ま
す
。そ
の
た
め
、定
期
的
な
掃
除
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
が
、換
気
扇
の
台
数

が
多
か
っ
た
り
、高
い
と
こ
ろ
に
設
置
し

て
あ
っ
た
り
と
掃
除
は
後
回
し
に
な
り
が

ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
こ
で
、普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
共
同

で
、掃
除
の
有
無
に
よ
っ
て
風
速
に
違
い

が
あ
る
の
か
、を
調
査
し
て
み
ま
し
た
。そ

の
結
果
、『
掃
除
あ
り
』で
は『
掃
除
な
し
』

よ
り
も
、平
均
風
速
が
、〇
．九
ｍ
／
秒
強

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た（
注
：

ホ
コ
リ
の
付
着
状
況
や
換
気
扇
の
台
数
・

取
付
位
置
等
で
こ
の
数
値
は
異
な
り
ま

す
）。ま
た
掃
除
に
要
す
る
時
間
は
、ホ
コ

リ
の
付
着
が
多
い
場
合
で
も
七
分
／
台
ほ

ど
で
し
た
。

　
平
均
風
速
が
〇
．九
ｍ
／
秒
強
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
、乳
牛
の
体
感
温
度
で
五
．

七
℃
下
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。そ

の
た
め
、換
気
扇
の
掃
除
は
、非
常
に
効
果

的
な
労
働
投
資
と
い
う
こ
と
が
数
字
で
示

さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
掃
除
と
い
う
労
働
投
資
は
必
要
と
な
り

ま
す
が
、金
銭
的
投
資
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。補
助
事
業
等
を
活
用
し
、換
気
扇
を

増
設
す
る
こ
と
も
大
切
な
事
で
す
が
、既

存
の
換
気
扇
能
力
を
元
に
戻
し
て
あ
げ
る

こ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま

す
が
、組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、く
れ
ぐ
れ
も
事
故
に
は
気
を
付
け
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、健
康
に
十
分
ご
留

意
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

乳
牛
の
飼
養
管
理
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
報
告

『
換
気
扇
掃
除
で
風
量
ア
ッ
プ
』

村岡　賢治
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
に
伴

う
三
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、多
く

の
人
々
の
社
会
生
活
が
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
が
、酪
農
家
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す

か
。厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
も
し
っ
か
り

と
牛
乳
生
産
に
頑
張
っ
て
い
る
事
と
思
い
ま

す
。

　
最
近
の
経
産
牛
の
生
乳
生
産
量
は
、飼
養

管
理
の
改
善
や
遺
伝
的
改
良
に
よ
り
、約
八

八
〇
〇
ｋ
ｇ
ま
で
増
加
し
て
お
り
、高
能
力

牛
の
飼
養
管
理
に
は
日
々
苦
労
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。特
に
、分
娩
前
後
の

飼
養
管
理
が
重
要
と
思
い
ま
す
が
、乾
乳
期

間
に
関
す
る
福
岡
県
農
林
業
総
合
試
験
場

の
新
し
い
研
究
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

　課
題
名
：「
乾
乳
期
間
の
短
縮
が
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
種
泌
乳
牛
の
泌
乳
成
績
、分
娩
間
隔

お
よ
び
泌
乳
前
期
の
栄
養
状
態
に
及
ぼ
す

影
響
」

1

　現
状
と
問
題
点　

　
日
本
飼
養
標
準
で
は
推
奨
の
乾
乳
期
間

は
六
〇
日
で
す
が
、乾
乳
開
始
時
で
も
高
乳

量
を
維
持
し
て
い
る
個
体
が
多
く
、無
理
な

乾
乳
が
体
力
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
か
ら
、

疾
病
の
リ
ス
ク
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、泌
乳
能
力
の
向
上
に
反
し
て
繁

殖
成
績
は
低
下
し
、分
娩
間
隔
は
長
く
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、乾
乳
期
間
の
短
縮

化
に
よ
る
泌
乳
前
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン

ス
や
泌
乳
量
へ
の
影
響
を
調
査
し
、繁
殖
成

績
の
向
上
、分
娩
間
隔
の
短
縮
化
な
ど
の
効

果
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

2

　材
料
お
よ
び
方
法

（
試
験
一
）乳
用
牛
群
成
績
か
ら
み
た
乾
乳
期

間
の
違
い
が
乳
量
お
よ
び
分
娩
間
隔
に
及

ぼ
す
影
響

　
県
内
の
牛
群
検
定
成
績
五
七
，四
六
四
頭

を
解
析
し
、乾
乳
期
間
三
〇
日
の
個
体
群

（
七
一
七
頭
、以
下
短
縮
区
）と
六
〇
日
の
個

体
群（
三
，五
六
一
頭
、以
下
慣
行
区
）を
抽
出

し
、産
次
別
に
乳
量
、分
娩
間
隔
を
比
較
検

討
し
ま
し
た
。

（
試
験
二
）乾
乳
期
間
の
短
縮
が
泌
乳
前
期

の
乳
量
お
よ
び
栄
養
状
態
へ
及
ぼ
す
影
響

　
試
験
場
内
繋
養
の
搾
乳
牛
を
用
い
、乾
乳

三
〇
日（
短
縮
区
）五
頭
、六
〇
日（
慣
行

区
）五
頭
を
試
験
飼
養
し
て
、分
娩
後
二
〇

週
ま
で
乳
量
、栄
養
状
態
等
を
調
査
し
ま
し

た
。

3

　結
果
と
考
察

　
検
定
成
績
に
お
け
る
産
次
別
三
〇
五
日

乳
量
は
短
縮
区
が
慣
行
区
よ
り
明
ら
か
に

少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、短
縮
区
の
場

合
、乾
乳
前
の
乳
期
の
最
後
に
搾
乳
期
間
を

三
〇
日
延
長
で
き
る
こ
と
か
ら
、こ
の
期
間

の
通
算
乳
量
を
考
慮
す
る
と
、短
縮
区
の
乳

量
は
慣
行
区
と
同
等
か
そ
れ
以
上
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。ま
た
、今
回
検
定

成
績
で
は
、短
縮
区
の
分
娩
間
隔
が
四
〜
九

日
短
く
な
っ
て
お
り
、繁
殖
成
績
の
改
善
も

期
待
で
き
ま
し
た
。

　
場
内
の
試
験
飼
養
に
お
い
て
も
泌
乳
量

は
短
縮
区
が
明
ら
か
に
減
少
し
ま
し
た
が
、

反
面
、T
D
N
充
足
率
、B
C
S（
ボ
デ
ィ
コ

ン
デ
シ
ョ
ン
ス
コ
ア
ー
）、体
重
、血
液
生
化

学
性
状
等
の
栄
養
状
態
が
改
善
さ
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
飼
養
標
準
で
は
四
週
ま
で
の
乾
乳

前
期
は
粗
飼
料
主
体
で
飼
養
し
、そ
の
後
、

後
期
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
飼
料
で
飼
養
す
る

こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、今
回
の
試
験

で
は
、三
〇
日
間
の
乾
乳
期
間
は
後
期
飼
料

で
実
施
し
た
こ
と
か
ら
、給
与
飼
料
を
単
純

化
す
る
メ
リ
ッ
ト
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、乾
乳
期
間

を
三
〇
日
に
短
縮
す
る
と
、乳
生
産
量
を
低

下
さ
せ
ず
に
繁
殖
成
績
の
向
上
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
検
定
成
績
か
ら
も
既
に
短
縮
し
て
い
る

方
も
い
る
よ
う
で
す
し
、こ
の
成
果
を
活
用

し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

吉木　四郎

C O L U M N - コラム -

専任指導員（飯塚支所駐在）

専任指導員日記

　
今
年
の
夏
も
暑
い
…
昨
年
の
暑
さ
の
影

響
も
あ
り
、こ
れ
か
ら
暑
熱
ス
ト
レ
ス
を

受
け
た
状
態
で
の
乾
乳
、分
娩
を
迎
え
る

牛
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
。

（
毎
年
の
こ
と
で
す
が
）

　
前
回
の
ミ
ル
ク
情
報
誌
に
、『
風
通
し
の

よ
い
牛
舎（
職
場
）づ
く
り
』と
言
う
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。そ
の
中
で

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
①
牛
舎
内
外
の

不
要
物
を
片
付
け
る
こ
と
、②
換
気
扇
の

ホ
コ
リ
を
落
と
す
こ
と
、③
バ
ル
ク
ク
ー

ラ
ー
の
室
外
機
の
風
通
し
を
良
く
す
る
こ

と
。が
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。そ
こ
で
今

回
は
、②
の
換
気
扇
の
ホ
コ
リ
を
落
と
す

こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
乳
牛
は
、平
均
気
温
が
二
一
〜
二
三
℃
を

超
え
る
と
採
食
量
が
減
少
し
、乳
量
も
低

下
し
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。乳

牛
の
健
康
と
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、

暑
熱
対
策
は
必
須
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、ほ
と
ん
ど
の
牧
場
に
お

い
て
は
、一ｍ
ほ
ど
の
換
気
扇
を
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、牛
舎
内
の
換
気
扇
の
プ
ロ

ペ
ラ
や
安
全
カ
バ
ー
に
、ホ
コ
リ
が
付
着

し
て
い
る
と
送
風
能
力
が
低
下
し
て
し
ま

い
ま
す
。そ
の
た
め
、定
期
的
な
掃
除
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
が
、換
気
扇
の
台
数

が
多
か
っ
た
り
、高
い
と
こ
ろ
に
設
置
し

て
あ
っ
た
り
と
掃
除
は
後
回
し
に
な
り
が

ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
こ
で
、普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
と
共
同

で
、掃
除
の
有
無
に
よ
っ
て
風
速
に
違
い

が
あ
る
の
か
、を
調
査
し
て
み
ま
し
た
。そ

の
結
果
、『
掃
除
あ
り
』で
は『
掃
除
な
し
』

よ
り
も
、平
均
風
速
が
、〇
．九
ｍ
／
秒
強

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た（
注
：

ホ
コ
リ
の
付
着
状
況
や
換
気
扇
の
台
数
・

取
付
位
置
等
で
こ
の
数
値
は
異
な
り
ま

す
）。ま
た
掃
除
に
要
す
る
時
間
は
、ホ
コ

リ
の
付
着
が
多
い
場
合
で
も
七
分
／
台
ほ

ど
で
し
た
。

　
平
均
風
速
が
〇
．九
ｍ
／
秒
強
く
な
る

と
い
う
こ
と
は
、乳
牛
の
体
感
温
度
で
五
．

七
℃
下
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。そ

の
た
め
、換
気
扇
の
掃
除
は
、非
常
に
効
果

的
な
労
働
投
資
と
い
う
こ
と
が
数
字
で
示

さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
掃
除
と
い
う
労
働
投
資
は
必
要
と
な
り

ま
す
が
、金
銭
的
投
資
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。補
助
事
業
等
を
活
用
し
、換
気
扇
を

増
設
す
る
こ
と
も
大
切
な
事
で
す
が
、既

存
の
換
気
扇
能
力
を
元
に
戻
し
て
あ
げ
る

こ
と
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま

す
が
、組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、く
れ
ぐ
れ
も
事
故
に
は
気
を
付
け
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、健
康
に
十
分
ご
留

意
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

乳
牛
の
飼
養
管
理
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
報
告

『
換
気
扇
掃
除
で
風
量
ア
ッ
プ
』

村岡　賢治



みるく情報 ふくおか　11

令和3年

■発 行 所
ふくおか県酪農業協同組合　
福岡市博多区博多駅前4-32-18

■編 集 兼 発 行 人
　古　藤　政　則　

令和3年7月15日　印刷　　
令和3年7月20日　発行

 No.770み る く 情 報

月

組合トピックス ……………1～6

MOMOステーション………… 7

コラム………………………8～9

色色問答 ……………………10

令和２年度ふくおか県酪農業協同組合通常総会令和２年度ふくおか県酪農業協同組合通常総会

7

人
事
異
動

氏　名 旧　所　属 備　考 

吉　田　一　海 久留米支所 依願退職

氏　名 所　属 備　考

井　寄　智次郎 久留米地区乳牛診療人工授精所 依願退職

嘱託契約満了

臨時契約満了

山　下　千　秋 福岡乳牛診療人工授精所

中　村　恵美子 福岡乳牛診療人工授精所

Ⅰ．退　職（４月３０日付）

Ⅱ．退　職（６月３０日付）

For sale売ります！ 買います！

本件に関するお問合せは
各支所まで　
※掲載ご希望の方はご連絡
　ください。

● コンプリートミキサー
　 CS ドリーム(ORION)
　 DM-800SL(レール式)
　 平成16年式／8立米
　 40万円
　 昨年春まで使用。駆動問題なし。
　 刃とタンク部分が要点検交換。

● バキュームカー

暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます

全
酪
連
福
岡
支
所

全
畜
連
福
岡
支
所

J
A
全
農
西
日
本
酪
農
事
業
所

ジ
ェ
イ
エ
イ
北
九
州
く
み
あ
い
飼
料
㈱

ニ
シ
ラ
ク
乳
業
㈱

雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
㈱
福
岡
工
場

オ
ー
ム
乳
業
㈱

福

酪

運

輸

㈱

㈱

西

酪

運

輸

西
日
本
オ
リ
オ
ン
㈱
福
岡
営
業
所

デ
ラ
バ
ル
㈱
福
岡
営
業
所

中

央

乳

機

㈱

藤
樹
運
搬
機
工
業
㈱

㈱
土
谷
特
殊
農
機
具
製
作
所

㈱
野
澤
組
　
九
州
営
業
所

雪
印
種
苗
㈱
熊
本
営
業
所

カ
ネ
コ
種
苗
㈱
熊
本
支
店

㈱
サ
ン
・
ダ
イ
コ
ー

日
本
全
薬
工
業
㈱

Ｍ
Ｐ
ア
グ
ロ
㈱

ビ
タ
コ
ー
ゲ
ン
の
㈱
セ
イ
ワ

㈱
デ
ー
リ
ィ
・
ジ
ャ
パ
ン
社

代
表
理
事
組
合
長

副
組
合
長
理
事

代
表
理
事
常
務

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

理

　
　
　
　事

代

表

監

事

監

　
　
　事

草

　場

　哲

　治

江

　藤

　秀

　樹

古

　藤

　政

　則

鶴

　田

　信

　行

濵

　﨑

　留

　久

中

　島

　
　
　清

小

　島

　興

　人

石

　橋

　義

　則

吉

　田

　政

　弘

髙

　田

　
　
　守

武

　井

　
　
　進


